
 

 令和５年度 学校経営計画に対する最終自己評価 

 

石川県立輪島高等学校 

 

重 点 目 標 

 

具 体 的 取 組 

 

実現状況の達成度判断基準 

 

判 定 基 準 

 

成果・課題・改善策 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びがあり進

路実現できる

学校 

 

①ＩＣＴを日

常的に活用し

た授業の推進

により、生徒

一人ひとりの

可能性を引き

出 す と と も

に、探究型授

業の充実を図

る。 

 

②「コア輪島」

「夢道場」な

どの自主学習

活 動 を 通 し

て、生徒が主

体的かつ発展

的に学ぶ姿勢

を育成する。 

 

 

③教員の教科

指 導 力 を 高

め、３年間を

見通した組織

的な教科指導

と進路指導の

実践を図る。 

 

 

 

 

* GIGAスクール校内研修 

* 探究型学習の互見授業 

 (オンデマンドも活用) 

* 教科毎の探究型授業 

 開発研究 

 

 

 

 

  

授業で ICT機器を活用した新た

な探究型の学習を取り入れた教

員の割合が 

 

Ａ ８０％以上 

Ｂ ６０％以上 

Ｃ ５０％以上 

Ｄ ５０％未満 

 

評価不能 

 

成 果：能登半島地震により、対面型の授業実施が困難となったことで、ICT 機器

を利用する環境下で教員が様々な方法を模索しなければならなくなっ

た。それにより、アンケート等は実施できなかったが、大半の教員が ICT

機器を利活用した授業を実施したと考えられる。 

課 題：厳しい環境ではあったものの、ICT 機器の利活用によって生徒の理解を促

進させる方法を組織として検討し、教員それぞれが改善に結びつけるこ

とが必要である。 

改善策：今回の震災下での経験を蓄積し、ノウハウを組織内で共有する機会を設

定し、教員個々の授業内で ICT 機器がより効果的に活用できる研修会や

情報交換会を、次年度以降の適切な時期に設定する。 

                                 教務 

 

* 夢道場でフォローアップ 

* コア輪島、生徒間の学び 

* スタサポの振り返り 

 

 

 

 

 

  

１年７月と１月模擬試験を比

較し、国数英総合の平均点偏差値

を比較し 

 

Ａ ２．０以上上がった 

Ｂ １．０～１．９上がった 

Ｃ ０～０．９上がった 

Ｄ 下がった 

評価不能 

 

成 果：１年７月進研模試で国数英の平均点偏差値は４６．７であった。１月模

試は成績が反映されるタイミングで受験できた生徒は５人で、比較でき

るデータではなかった。 

 

課 題：震災後の１月模試は５人が金沢会場、１７人が自宅受験、４２人が答案

回収できず。進路に向けて一丸となって受験することができなかった。 

     

改善策：マーク式のスタサポではオンライン受験、記述式の７月模試では、会場

等を確保するなど、全員受験を目指したい。 

                                進路指導 

 

* 教科内学習会 

* 互見授業 

* 補習の参観 

 

 

 

 

 

 

 

  

シラバスや評価の観点等の活

用と、教員相互の情報共有によ

り、３年間を見通した指導ができ

た教員の割合が 

 

Ａ  ８０％以上 

Ｂ  ７０％以上 

Ｃ  ６０％以上 

Ｄ  ６０％未満 

 

評価不能 

 

成 果：シラバスや評価の観点等の活用は、年度当初や考査ごとに行われ、昨年

並みに利用されている。中間考査の代替である単元テストを実施するこ

となどから、進度の確認や授業内容についての情報共有が頻繁に行われ

ており、３年間を見通すことにつながっている。 

 

課 題：震災後、予定通りの授業時間が確保できず、進度が大きく遅れている。 

  

改善策：今後もしばらくは対面とオンラインのハイブリッドでの授業の実施が予

想される。効率よく授業が出来るように事前に課題等を提示したり、予

習・復習などの手法を確立していく。 

進路指導 



 

 

 令和５年度 学校経営計画に対する最終自己評価 

 

石川県立輪島高等学校 

 

重 点 目 標 

 

具 体 的 取 組 

 

実現状況の達成度判断基準 

 

判 定 基 準 

 

成果・課題・改善策 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間力を向上

で き る 学 校 

   

①「部活道」

などの課外活

動を通して、

主体的かつ能

動的に行動で

きる生徒を育

成する。 

 

 

②学校行事を

通して、他者

を思いやりよ

りよい人間関

係を築こうと

する心を育成

し、いじめを

許さない環境

づくりを推進

する。 

 

 

③地域との関

わ り を 通 し

て、積極的に

自己研鑽する

姿勢を育成す

る。 

 

 

* 部活動 

* ボランティア活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自ら考え行動する場面を積極

的に取り入れることにより、生徒

の主体性が高まったと感じる顧

問の割合が 

 

Ａ ９０％以上 

Ｂ  ７０％以上 

Ｃ  ５０％以上 

Ｄ  ５０％未満 

評価不能 

 

成 果：顧問が自ら考え行動する場面を作ることで、生徒の主体性が高まったと

答えた顧問が多かった。部活道によっては生徒自身が練習メニューの作

成や休養日の設定を行っている。 

課 題：能登半島地震のため、部活動を行うことができていない部が大多数であ

る。しかし、避難所の運営やボランティア活動などを通して、主体的に

行動できている生徒もいる。 

 

改善策：今後、活動場所や活動時間を工夫しながら部活道を再開していく必要が

ある。また、地域貢献活動としてボランティア活動など、生徒が主体的

に行動できる場を設ける必要がある。 

                                 生徒会 

 

* 昼休みの放送 

* 球技大会 

* 文化祭 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒会活動で、思いやりをもっ

て他者と協働できたと考える生

徒の割合が 

 

Ａ ８０％以上 

Ｂ  ７０％以上 

Ｃ  ６０％以上 

Ｄ  ６０％未満 

 

７０％ 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

成 果：１０月に行われた体育祭において、思いやりをもって他者と関わること

が出来たと答える生徒が７割を超えていた。 

課 題：能登半島地震の影響により、１月以降の学校行事を行うことが出来なか

った。また、日常生活で他者と協働する場面が少なくなってきている。 

 

改善策：能登半島地震の影響により制限された中での生徒会活動になることが想

定される。学校内外でできることを模索しながら、よりよい人間関係を

築くことができるよう、他者と協働する機会を設けていく。 

                                 生徒会 

 

* 地域との連携事業 

* 文化祭の一般公開 

 

 

 

 

 

 

 生徒が地域と関わる授業の取

組や行事のうち、今年度再開ある

いは新規に実施された件数が 

 

Ａ  ７件以上 

Ｂ  ５件以上 

Ｃ  ３件以上 

Ｄ  ２件以下 

 

４件 

 

Ｃ 

 

 

 

 

成 果：全校海岸清掃（新規）・能登空港開港イベント（再開）・浴衣 DE 輪島 

朝市（新規）・文化祭一般公開（再開）を実施できた。 

 

課 題：１月以降能登半島地震のため、地域と関わる授業・行事の多くを中止 

    せざるを得なくなり、実施件数が伸びなかった。 

     

改善策：能登半島地震で本校校舎が避難所として、また小中学校の教室として 

利用され、生徒が地域の方々や小中学生と交流する機会となった。また、 

避難所の運営やボランティア活動を行った生徒も多い。今後地震からの 

復興事業に学校組織として積極的に貢献する機会を設定していく。 

                                総務 



 

 

 令和５年度 学校経営計画に対する最終自己評価  

 

石川県立輪島高等学校 

 

重 点 目 標 

 

具 体 的 取 組 

 

実現状況の達成度判断基準 

 

判 定 基 準 

 

成果・課題・改善策 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域と共に成

長できる学校 

 

①「WAJI 活」

を学校全体で

系統的に取り

組む活動とし

て充実させ、

地域貢献意識

の向上と実践

力の育成を図

る。 

 

②輪島市主導

の「高校魅力

化プロジェク

ト」との連携

により、将来

にわたり地域

を支える人材

を育成する。 

 

 

③小中学校と

の生徒間交流

事業や教員研

修、各種団体

との連携を深

め、「オール

輪島」で生徒

を育てる。 

 

 

* 「WAJI活」 

* 探究活動 

 

 

 

    

    

   

 

 

「WAJI 活」を通して、地域の課

題解決に向けた実践力を高める

ことができたと感じる教員の割

合が 

 

Ａ ８０％以上 

Ｂ  ６０％以上 

Ｃ  ４０％以上 

Ｄ  ４０％未満 

 

評価不能 

 

成 果：２年生は、前年度に行った個人探究の成果を地域の課題と関連させ、新 

たにグループ課題として設定した。その解決に向けた探究活動を、高校 

魅力化プロジェクトのスタッフと連携しながらサポートする過程で、教 

員が学ぶ場面も多かった。 

課 題：よりよい探究活動について悩み指導法について不安を持つ教員がおり、

うまく助言ができない教員も見られた。 

改善策：教員間でも探究を楽しみ、失敗を許容しチャレンジしていく雰囲気をつ 

くっていく。 

                           進路指導探究推進部 

 

* 学習計画書の作成 

* 探究活動 

 

 

 

 

 

 

市との連携を通して、学習や探

究活動に対する意欲や能力が高

まったと感じる生徒の割合が 

 

Ａ ５０％以上 

Ｂ ３０％以上 

Ｃ ２０％以上 

Ｄ ２０％未満 

評価不能 

 

成 果：２年生の探究活動において、フィールドワークの提案や協力などを魅力 

化プロジェクトのスタッフが積極的に行い、生徒の視野や活動範囲を広 

げてくれた。 

課 題：教員と魅力化スタッフとの打ち合わせがもっと密に行えれば、より多く 

の場面で生徒へのサポートができたのではないかと考えられる。 

改善策：短い打ち合わせを積み重ねることで意思疎通を図り、生徒の意欲や能力 

向上のためのサポートがより適切に行えるようにしていく。 

 

                           進路指導探究推進部  

 

* 相互授業参観 

* 教科間交流 

* ICT 機器の利活用研修会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校種間での相互授業参観や教

科間交流、ＩＣＴ機器の利活用研

修会等に参加した教員が 

 

Ａ ９０％以上 

Ｂ ７０％以上 

Ｃ ５０％以上 

Ｄ ５０％未満  

 

 

 

評価不能 

 

成 果：１２月に「中高教育力向上推進会議」を実施し、英語と数学の教員によ

るＩＣＴ機器の利活用に関する情報交換会を行い、それぞれの教科の特

性を踏まえた活用事例や、授業実施に関する具体的な質疑応答を行うこ

とで、教員の知識やスキルの向上につなげることができた。 

課 題：対象の教科を更に増加させ、情報交換会に参加する教員の割合を増加さ

せることが必要である。 

改善策：能登半島地震による被害が深刻であるが、これまでの実践によってＩＣ

Ｔ機器の重要性や授業における活用の工夫がノウハウとして蓄積されて

いると思われるため、それらの情報を交換する機会を計画していくこと

で、参加者の割合を増加させていきたい。 

                                教務 

 



 

 令和５年度 学校経営計画に対する最終自己評価 

 

石川県立輪島高等学校 

 

重 点 目 標 

 

具 体 的 取 組 

 

実現状況の達成度判断基準 

 

判 定 基 準 

 

成果・課題・改善策 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多忙化改善を

積極的に実現

できる学校 

 

①コロナ禍で

制限されてい

た行事につい

て、その意義

や効果を見直

した上で、再

開、廃止・変

更などを検討

し、業務の効

率化と最適化

を図る。 

 

②教員の意識

改革と業務改

善を図り、ワ

ークライフバ

ランスの実現

を果たす。 

 

 

③タイムマネ

ジメントを生

徒に意識させ

る学習指導、

課外活動指導

の確立を図る 

 

 

* 中間考査廃止 

* ＰＴＡ総会の規模縮小 

* 夏季補習の短縮 

 

 

 

 

廃止あるいは規模の適切な効

率化を図ることのできた行事等

の数が 

 

Ａ  ６件以上 

Ｂ  ５件 

Ｃ  ４件 

Ｄ  ３件以下 

 

 

評価不能 

 

成 果：行事見直しの目玉として、中間考査を廃止し学びウィークを設定したこ

とで、部活動の時間を確保することができた。 

 

課 題：学びウィークのあり方についてはまだ模索中であり、改善の余地がある。 

また、コロナ禍ですでに廃止した行事もあり、数そのものを減らすこと

は難しくなっている。  

 

改善策：学びウィークの内容について各課・学年で情報共有と調整を行い、効果 

と効率の両方を高めていく。また、ＩＣＴ機器を活用して、行事を実施

する際の業務の効率化を図る。 

                                           教頭 

 

* 定時退校日の設定 

* 日常的な声掛け 

 

 

 

 

 

 

 

教員一人あたりの月平均時間

外勤務時間が昨年度より 

 

Ａ １０％以上減少した 

Ｂ  ５％以上減少した 

Ｃ  ３％以上減少した 

Ｄ  ３％未満の減少 

 

評価不能 

 

成 果：昨年度１２月までの月平均２８８７分→今年度１２月までの月平均 

２６５３分）で減少率は９．２％     

 

課 題：震災前の１２月までの比較ではやや減少した。震災以降、勤務時間その

ものは減っているが、通勤時間など過度な負担になった部分もあり、単

純な比較ができない。 

 

改善策：来年度は震災後の体制づくりのため、時間外勤務が大きく増える可能性

がある。全体を見て各教員の過重負担にならないように管理職がコント

ロールする必要がある。 

                                  教頭 

* 毎朝の登校指導 

* あいさつ運動   

* 休み時間等での声掛け 

 

 

 

 

 

 

入室許可書「０」の日数が年間

を通して 

 

Ａ  １７５日以上 

Ｂ   １５５日以上 

Ｃ    １３５日以上 

Ｄ    １１５日以上 

 

 

 

評価不能 

 

成 果：入室許可書「０」の日数を年間通して確認することにより、本校生徒に 

タイムマネジメントを意識させることができた。 

 

課 題：２学期終了時点で登校日数１４５日に対して入室許可「０」の日数は９

８日であった。達成率は６８％であり、２００日登校に換算すると最終

的には１３６日となりＣ評価となる。 

 

改善策：タイムマネジメントに関する数値を生徒にフィードバックしてさらに意

識づけを行う。 

                                生徒指導 



 


